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〇日時 

平成 27 年 11 月９日（木）13：30～15：45 

 

〇場所 

平戸市役所３階大会議室 

 

〇出席委員（氏名 50 音順、敬称略） 

赤木、荒木、田中、石川、竹田、田渕、富崎、豊増、西原、古川、松尾、松山、 

行成 

 

〇欠席委員（氏名 50 音順、敬称略） 

 寺田（勝）、寺田（孝）、 

 

〇次第 

 １．開会 

２．報告事項 

①会議録の確認について 

３．議事 

①平戸市総合戦略等の策定に係るアンケート調査について 

②平戸市人口ビジョン案について 

③平戸市総合戦略案について 

③その他 

４．閉会 

 

〇会議資料 

 ①平戸市総合戦略等の策定に係るアンケート調査報告署 

 ②平戸市人口ビジョン 

 ③平戸市総合戦略（素案） 
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（13：31 開会） 

●司会 

 それではただいまから、第４回平戸市総合戦略策定委員会を開催させていただきま

す。 

 本日の委員会の司会をさせていただきます、企画財政課の小出でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 本日の委員会は、前回の第３回策定委員会におきましてご審議いただきました、平

戸市の今後の人口推計案を受けまして、人口ビジョン案を作成しております。そして、

総合戦略につきましては、前回、骨子案ということで説明させていただいております

けれども、素案という形での提示をさせていただいております。どうぞご審議のほど

よろしくお願い申し上げます。 

 本日は、寺田勝嘉委員、寺田孝弘委員より欠席の申し出がございます。また、田渕

委員の方から、少し遅れるとの報告をいただいておりますのでご報告させていただき

ます。 

 それでは、報告事項に入らせていただきたいと思いますが、委員会の議長は、平戸

市総合戦略策定員会設置要綱第６条の規定によりまして、会長が行うこととなってお

りますので、石川会長、よろしくお願いいたします。 

 

■会長 

 皆さんこんにちは。前回の委員会は台風で流れたということで、その後、私の方が

調整できずに欠席させていただきまして、皆様にお詫び申し上げます。その時の資料

等については、役所の方から色々とメール等でいただいたりして、確認はしておりま

すけれども、人口の動向について色々と報告等があったというような形で聞いており

ます。 

 では次第に基づきまして、第４回平戸市総合戦略策定委員会を始めさせていただき

ます。 

 まず、会議録の確認について、事務局の方からお願いいたします。 

 

◎事務局 

 まず、資料の確認を行わせていただきます。本日、机の上に策定委員会の次第とい

うことで配布しております。あと、総合戦略の策定に係るアンケートの調査報告書と

いうことで、色が白い調査報告書があるかと思います。あと、11 月５日に総合戦略の

会議録とか資料①として人口ビジョン案、資料②として総合戦略の素案をお送りして

おりましたけれども、本日、総合戦略の素案の差し替えということで、机の上にお配

りしているものがあると思います。インデックスのところにマーカーでオレンジ色の

インデックスをしている方を本日見ていただければと思います。よろしくお願いいた
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します。 

 それでは、会議録につきましては、前回お送りしております、基本的に内容等につ

きましては要点筆記で公開するということでしております。既に第１回、第２回の策

定委員会の資料等、あるいは会議録等につきましては、平戸市のホームページで公開

させていただいているところでございます。前回、第３回の委員会の会議録の内容等

について、何か不明な点等ございましたら事務局の方まで言っていただければ、修正

をした後にホームページの方で公開という形を取らせていただきたいと思います。修

正等がある場合は今週中、13 日、金曜日までに事務局までご連絡をしていただければ

と思っております。会議録の確認等につきましては以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

■会長 

 では、次第にしたがって議事の方を進めていきたいと思います。 

まず最初、これは今日、机の上に配られている資料でしょうけれども、平戸市総合

戦略等の策定に係るアンケート調査についてということでご説明をお願いします。 

 

◎事務局 

 それでは議題の①平戸市総合戦略のアンケートの調査報告について、先ほどありま

したとおり、机の上に配布しております白色の調査報告書でございます。前回の折に、

速報ということでお示しをしております。 

 このアンケートでございますけれども、市民向けと高校生向けと、２種類のアンケ

ートを行いました。20 歳から 59 歳以下の市民 2,500 名、そして高校生 500 名を対象

としてのアンケートでございます。前回の折に、若干アンケートの回収率が低いとか

というふうなご指摘をいただきました。もう一度、高校の方にもご協力をいただきま

して、回収のご協力をしていただきました。めくっていただいて３ページの方に最終

的なアンケートの結果、集計、回収率等を記載しております。市民アンケートが 2,500

に対して 607、24.3%。高校生のアンケートが 500 に対して 183 件の 36.3%の回収率で

ございます。 

 前回の折に、アンケートの内容等につきましては詳しくご説明をしておりますが、

もう一度おさらいという意味も込めまして、簡単にみらい研究所の方から説明をする

ようにしております。 

 

◎みらい研 

 皆さんこんにちは。九州みらい研究所の中野と申します。非常に簡単ではございま

すが、こちらのアンケート調査につきまして、集計からちょっと見えた部分というと

ころがございますので、そちらのところだけ、短い時間ですがご説明をさせていただ

きたいと思います。 
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  【①平戸市総合戦略等の策定に係るアンケート調査について】の説明 

 

■会長 

 皆さんの方からご質問等はございませんでしょうか。 

 

□委員 

 アンケートを見て感じたことでもいいですか。 

 この自由記述式のアンケートをざっと見させていただいたんですが、この中で一番

私が感じたのは、やっぱり産婦人科のことです。これはすごい項目出ていますね。産

婦人科が欲しい。小児科が欲しい。これは本当は、私がもし子どもを産むような年代

であれば、絶対これは最重要課題にしていただきたいことだと思いました。やっぱり、

皆さんの思いも一緒だなと思いました。 

 それから、アンケートの 48 ページの上から２番目のアンケートやコンサル会社に

依存しないで欲しい。これも大変重要なことだなと思っています。アンケートをいか

にうまく結果を出して分析するかということも重要ですが、いらっしゃいますが、申

し訳ありませんが、次のコンサル会社に依存しないで欲しい。これは行政の方に対し

て思ってらっしゃる思いだと思うんですが、コンサル会社に依頼していろんな資料を

作っていただいていますが、市としても、自分なりの積み重ねのものを作っていただ

きたいと。コンサル会社が作られたものだけではなくて、平戸市でも毎年積み重ねて

いくような資料として、そういう積み重ねの資料も独自のもので、依存しないで作っ

て欲しいと、これは私も共通の思いでおります。以上２点、感じました。 

 

■会長 

 なかなか１つ目のポイントは人口回復策という点では重要なことだと思うんです

けれども、何か事務局からはないですか。 

 

◎事務局 

 出産関係なんですが、今、市内の出生者数が 230 から 240 くらいなんです。前から

この部分については課題として持っているんですが、普通のあれでは成り立たない部

分があるんですね。例えば・・・などの部分では。公立病院にするとなると、公立病

院は中南部地区にある市民病院しかないんですが、公立病院になると産婦人科医は普

通一人では成り立たなくなるんですね、複数名がいなくちゃいけない。それから、生

まれてくると小児科になるものですから、小児科の確保にも苦慮している状況で、非

常に医師の確保もできない。複数名、特に一人も確保できないのに複数名が確保でき

ないというのと、それから中南部地区にしても、必ずしも北部地区の人とか田平地区

の人が皆さん係るわけじゃないというところもあって、昔から課題にはなっているん
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ですね。ですので、今のところは出産前に対する助成ということで今のところ何とか

しておりますけれども、それは課題としてずっと持ってはいます。そういうことで医

師の確保が非常に厳しい。また、ほかの診療科の医師の確保も難しいということであ

りますし、全国的には小児科と産婦人科は特に医療の確保が厳しい状況です。ただ一

応課題としては持ち続けておりますし、子育てとか安全な出産をできるような体制を

できるだけ支援していくようなことを常に考えておりますので、付け加えておきたい

と思います。 

 それから、アンケートに依存しないというのと、コンサルに依存しないというのは、

同じようなあれなんですが、今回は、最終的な起草は自治体の方で行うようにとなっ

ていますので、コンサル任せのそういう戦略をつくるということはしておりませんの

で、ただ、分析等につきましては、コンサル別機関にしてもらったほうが、費用対効

果を考えてもそちらのほうが有利になりますので、そこらへんはご理解いただけると

ありがたいです。 

 

■会長 

 やはり、新しい計画を立てたりする時には、色々と必要な情報をどう集めるかとい

うことが課題で、一つにはいろんな部署が持っている情報というのもがあると思うん

ですけれども、アンケート、今回はコンサルを通してアンケートをしてもらったわけ

ですけれども、満足度とか重要度というようなものに関して言うと、割と公平に聞き

取っているかどうかわからない部分で回収率３割を超えているというのは、大体の平

均的な意見が取れたんじゃないかということが言えるんじゃないかと思って、そこに

のみ頼るんじゃなくて、それをうまく活用してもらえれば、すごく独自の平戸の課題

を的確に捉えて戦略ができるんじゃないかと思っております。 

 他に何かお気づきの点とか、質問とかご意見とかありましたら。 

 

□委員 

 同じような意見と申しますか、考え方ですけれども、この前もコンサルさんの資料

説明等で感じたんですが、これは国の施策、県の施策の中で、その考え方に立って資

料をお作りになっていると思うんですが、平戸市というのは、長崎県の中でも離島市

を除いて一番僻地でございます。地理的に一番不利なところであります。資料の説明

の中でも、確定的な悲観論に基づいて、それからスタートしているなという感じを受

けました。やはりそこからは今日述べているような創造性のある立案は不可能かなと

いう考えを持っております。昔の江戸時代にも立派な方々もいたわけですから、やは

り地方創生ということは、ここには歴史とか遺産もございますが、そういった文化と

いうのは、あくまでの生活の遺産でございまして、やはり安定した生活ができて、初

めて地域に定住するということに繋がるわけですから、そのためには経済あっての地

域、やはり経済を発展させる、あるいは創造していくというようなことで、楽観論は
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あまりできませんが、ぜひそういう方向性でご提案いただきたいと思います。そうし

ないと総合戦略が机上の空論になってしまうのではなかろうな。回答率でもわかるよ

うに、地域と行政とのギャップが回収率 30％ちょっとしかないということですので、

ぜひ創造性のある、平戸市にマッチしたご提言をいただければなと、我々が提言しな

ければいけないのでしょうけれども、そういう方向で仕事を進めていただきますよう

に、是非ともお願いしたいと思います。 

 

■会長 

 基本的には総合戦略の委員会というのが、いろいろ出てきた案を最終的に調整した

りすることになると思いますし、様々な情報をもとにして、それぞれの部会がいろん

な取り組みを考えているということですので、そこで公開的な意見を出して、ここに

上げていただければなと思っております。ほかにございませんでしょうか。 

 では、２つ目の議事、平戸市人口ビジョン案についてということで、こちらはそれ

ぞれの委員の方に事前に配られた資料、それをもとにして説明をいただければと思い

ます。事務局の方、よろしくお願いします。 

 

◎事務局 

 それでは、平戸市の人口ビジョン案について説明をさせていただきます。資料①を

お開きいただきたいと思います。 

 前回、９月の策定委員会の折に、将来の展望ということで、2060 年、2040 年の推

計のどこぐらいまでの人口の目標を持っていくか、それに向けて社会移動を何年に均

衡させるか、合計特殊出生率を段階的にどうやって上げるような方向で持っていくか

ということをご審議いただいております。2060 年で平戸市全体で２万人、2040 年で

２万３千人の展望ということで決定をさせていただきました。それに向けての目標の

数字、それと今までの人口の推移、自然減、社会減、そういったものの推移等をまと

めたものが人口ビジョンでございます。内容等につきましては、過去の表現等々をい

ろんな角度から分析しているものでございます。詳細等につきましては、おなじくみ

らい研究所の方からご説明するようにしております。 

 

◎みらい研 

 では、説明させていただきます。 

 

  【②平戸市人口ビジョン案について】の説明 

 

■会長 

 今の資料は、平戸市の将来人口をどのぐらいというような形で、いろんなケースに

合わせた資料だと思うんですけれども、2040 年に２万３千人というのが、そこから出
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てきた平戸市の推計ですけれども、この辺に関してご意見、ご質問等ありましたらお

願いします。 

 

□委員 

 今、33 ページの下の表が人口ビジョンの一番の結論だと思うんですが、みらい研の

方にお尋ねします。この平戸市独自の推計というのは、みらい研さんがいろいろなシ

ミュレーションから算出された人口数ですよね。そして社人研推計というのは総合戦

略何とかの何もしなかった場合の最悪の数ですよね。下は総合戦略が効果 100％上が

った場合の数ですか。それを確認させてください。 

 

◎みらい研 

 総合戦略の効果が最大限になった場合、例えば 2020 年３万人、40 年から先で２万

３千人、２万人というところが、それを達成するために総合戦略があるというところ

になりますので、この３万人、２万３千人、２万人というところは、合計特殊出生率

の推移であるとか、社会増減とか、そういったところの推移を加味した上で、それが

そのくらいの数字で動くから３万人、２万３千人、２万人というところで推計をして

いるという、これは数字的な根拠があった上での数字になります。 

総合戦略事業という施策事業の一個一個というのは、それを達成するために、主と

してこういったことをやっていきましょうというところになりますので、当然、その

効果が 100％現れた場合には、この３万人、２万３千人、２万人というところは当然

オーバーしてくる、達成できる。もしくは、総合戦略には中間評価といいまして、毎

年進捗状況を確認するというところがありますので、その評価の際に、これでは 2020

年の３万人は届かないんじゃないかというようなところがあれば、計画の修正を行っ

たり、そういったところで３万人に近づける、もしくは追い越すくらいの目標でとい

うところになりますので、施策が 100％になると３万人になりますよという考えでは

ない。推定として目標が３万人であるから、主としてこんなことをやっていきましょ

うというような考え方になります。 

 

■会長 

 よろしいでしょうか。 

 

□委員 

 わかりました。 

 

■会長 

 他にございませんでしょうか。 
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□委員 

 今、出生率云々で、この前も県知事さんもおっしゃいましたが、出生率が少々上が

っても、絶対数がこれ以上減っていけば何も効果はないわけですね。おそらく１％上

がったって、絶対数がおそらく３も４も下がるわけですから。それよりも私は事務局

にお聞きしますが、過去 15 年間ぐらい遡って、合併４町村の 50 歳くらいまでで転出

された方のデータ、資料等は調べておられますか。おそらく詳細なものは支所に尋ね

ても持っておりません。Ｉターンを呼ぶとか、不特定多数の人に声をかけるより、来

るかどうかわかりませんが、実際に自分のふるさとに呼び戻すことがこの人口対策に

は欠かせないんじゃなかろうかと思っております。そのためには我々残った人がそれ

だけのインフラを整備し、働く環境を整備しなければいけませんけれども、いくらこ

んな戦略を立ててもそう効果があるとは思いません。ですから、今からそんな時間は

かからないと思いますので、是非ともそのデータをもとに各産業界、農協、漁協、商

工会議所にお願いをして、一緒になって呼び戻す、そういった運動をすることが最も

効果的な対策になると思いますので、そのデータの収集をぜひお願いしたいと思いま

す。以上です。 

 

■会長 

 事務局の方は。 

 

□委員 

 これはおそらくもっとらんと思う。 

 

◎事務局 

 今、●●委員さんから、過去５年間、10 年間とかの単年度ごとの移動とかについて

のご意見がございましたけれども、すべてデータ化しているという状況ではございま

せん。昨年とか、25 年、26 年の単年度での年齢ごとの転出者数ということで、直近

で見させていただいて分析をしている状況でございます。その中で、先ほどみらい研

究所の方からありましたように、高校、大学を卒業しての 15 歳から 24 歳までの転出

が極端にマイナスになっている。25 歳から以後は、転入転出が概ね均衡している。そ

ういう状況でございます。ですから、高校、大学を卒業しての新たな職をつくるとい

うものも一つのポイントになっているのかなということでの認識をしているところ

でございます。 

 

□委員 

 高校はその後のことであって、要は子どもを産む、その人たちが転出したら、残っ

ている人は生まないわけですから、後がうまくいかないわけですから、その人たちを

どう呼び戻して、地元に帰ってきていただくか、それ以外に私はIターンを呼ぼうが、
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ドラスティックに人口が増えるようなことはないと私は思います。できたら、マイナ

スのことばかりですが、それが成功すればプラスになるんじゃなかろうかと思ってお

ります。以上です。 

 

■会長 

 人口推計というのは、私たち直近のデータをもとにして、特に社会的な増減の影響

で出たり入ったりする人がいて、かなり分析が難しいものかなと思います。基本的に

は自然増減で言うと、今すごく高齢者が増えているので、当分はまた亡くなる人の方

が、生まれてくる人より多いということはあって、減少はあるかと思います。いろい

ろな取り組み、事業が総合戦略でも立てられていて、ここには数年後の先の数値目標

は、特に雇用の部分で人口回復というか、人口減少の歯止めにかなり期待したいなと

いうところはあります。ただ、その雇用の質も、高齢者が多い職種よりも、やはり若

い人が好むような職種があるかどうかというようなところも壁となっていると思い

ました。 

 それと、転出入で言うと、転出の方は県内が多くて、特に佐世保が多いというよう

なことも先ほどの資料にもあったかなと思いますけれども、佐世保あたりぐらいだっ

たら、住まいは平戸市内でも、通勤というような形になった時に定住ということもで

きるんじゃないかなと思いながら、ただ、平戸市も合併してすごく広いので、田平地

区のあたりとか、生月地区とか的山大島とか、平戸の中南部のあたりでもかなりこう

した転出状況というのは違いがあるのかなと思ったんで、そのあたりの地域ごとの人

口の変化ですとか、おそらくかなり減るところもあるし、それほど減らないところも

あるんじゃないかと思うので分析をしていただければなと思ったりしました。 

 それと、転出が多いのは地方では高卒あたりぐらいの年齢層に引っかかるところと

いことで、国勢調査は５年ごとなので、それをずっと見ていくとここにあるような、

18 歳を挟むような年齢層で、大体地方では減少が多くなっているというようなことが

あるんですけれども、逆に地方では数年都会にいたけど戻ってくるというＵターンが

そこそこいたりするところがあるんですけれども、そのへんの状況みたいなものがこ

の分析から出てこなかったですかね、Ｕターンですけれども。例えば高校生の・・・

とか・・・と思うんですけど。コンサルの方、何かなかったですかね。 

 

◎みらい研 

 ちょっとデータが足りなかったので。 

 

■会長 

 もし、20 代半ばとかそのあたりで戻ってくる人がいるようであれば、そのあたりの

人たちの雇用というのは必要かなと感じました。産業振興では特に今出ているのは観

光以外では漁業、農業が中心ですけれども、漁業、農業は高齢化してきて、ここの若
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返りも大事なポイントかなと思うんですけれども、そういったＵターン者がいたら、

Ｕターン者の声を聞くことも考える必要があると思いました。要するに、都会に出て

いったけれども、結局戻っても仕事があるから戻って来るというようなことも聞いた

りしますので、戻っても仕事がある。働きがいがある仕事があるという状況に持って

いければなと思います。 

 他に皆さんの方からございませんでしょうか。 

 ここの平戸市の推計は社人研の推計よりもかなり高い歩留まりを取っているとい

うことですけれども、このあたりは総合戦略の各種施策がどのくらい成功するか、達

成できるかということにかかっているように思います。 

 では、ないようでしたら、３つ目の平戸市総合戦略案についてということで、本日

差し替えの資料がありましたけれども、それをもとにして説明をお願いします。 

 

◎事務局 

 その前に、先ほど●●委員のご質問についてですが、９ページの下の方にあります

女性の年齢階級別の人口移動の推移があるんですけれども、ここの地区ごと、４地区

の数字がいただければということで解釈してよろしいんでしょうか。もしあればとい

うことで、これは女性の年齢別に、例えばおっしゃられます人口減少について、若い

女性がいないと数値を高くしても一緒ということが前提になると思うんですけれど

も。 

 

□委員 

 ご夫婦自体がですよ、その絶対数が落ちればいくら２人産もうが、それが５人にな

ろうが、その夫婦の数が 10 人あったところが３人になってごらんよ。私は１組で 10

人産んでと言えない。その絶対数を増やすために、減少に歯止めをかけるために地元

の人が一緒になって、女性と民間と住民が一緒になって帰ってこんやと、そういう働

きかけをしない限りは抜本的な解決にならないのではないかと言っているわけ。その

ために転出なさった筆頭者がわかれば配偶者はわかるでしょう。おそらく一緒に行っ

ているんですよ。筆頭者がいけば４人は必ず出ていますよ。 

 

■会長 

 圧倒的に高齢者の方が数が多いので。 

 

□委員 

 高齢者は残っております。 

 

◎事務局 

 長期的な 15 年ぐらいのデータをということで言われたんですが、それが 1980 年か
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らの人口移動の推移なんですが、それとは別に地区別のデータがいるかどうかお尋ね

したんですが。 

 

□委員 

 おたくで持ってくださいも大事でしょうが、各支所単位で産業界と住民と一緒にな

って働きかけをすることがより効果的な対策になるんじゃなかろうかということで

すよ。抽象的なものを持ってきたって、あなた方、机上の空論にしかならない。具体

的なもので対策を練らないと。 

 

◎事務局 

 失礼しました。 

 それでは説明に入らせていただきます。 

 

  【③平戸市総合戦略案について】の説明 

 

■会長 

 平戸市総合戦略の現段階での素案を説明していただきました。特に黒丸、かなりた

くさん新規事業ということで書かれていますけれども、これはまだ検討中のところも

あるそうです。皆さんの方からご質問等ございませんでしょうか。 

 

□委員 

 ４つほどお聞きしたいことがあります。お願いします。 

 まず１つ目は、前回の会の時に、部会の方で検討をお願いしたいという会の要望と

して、総合戦略の中に子ども達の役割を入れるということが１つ。それから２番目に、

ホームページ等を利用して基幹産業をＰＲする。３つ目が一次産業の次世代への取り

組みをどうするかを盛り込んで欲しいと、この３つの要望を確か皆さんまとめて出そ

うということになったと思いますが、これをどうされたかということ。 

次からは素案の中身をお聞きしていいでしょうか。 

 まず、18 ページの防衛関連施設の誘致事業。具体的にこれは中身をどんなものを持

ってくると考えていらっしゃるのでしょうか。ちょっとこれはびっくりしました。 

 次が、22 ページの重要実績評価指数の中に、保育所の待機児童数を０から０にとい

うことで項目が上がっているんですが、これは現状ではどこでも定員割れしているん

じゃないかと思うんですね。定員割れしていてマイナスのところを上げないといけな

いのか、返ってこれは定員割れを持ち上げるのが課題じゃないのかと逆な考えではな

いのかと思いました。 

 それから次ですが、27 ページ、算数・数学検定事業、これは既に実施されている事

業になっているんですが、これは前のページの学習状況調査結果が県平均以下である
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ということを受けて、これは上がっている事業だと思うんですが、これはなぜ数学、

算数を特記されているのかということを、ほかの教科ではないのかということですね。 

 それから、この上の方の事業として、絵本はじめましてブックスタート、この中に

移動図書館として訪問実施をしているということが上げてありますが、通常私が想像

するのは、移動図書館というのは、移動バスということです。今のこの未来創造館に

はバスはないはずなんですね。それを移動図書館としてということは、どういう活動

をされているのかということをお聞きしたいと。以上、その何点かをお聞きしたいと

思いました。よろしくお願いします。 

 

■会長 

 幾つか有りましたけれども順番に。 

 

◎事務局 

 最初の部会での子ども達の役割等の設置でございますけれども、今の文言でわかり

にくいところも当然あるかと思います。皆さんの各委員さんからご提案をいただいた

ことに対しても、ちょっと自分の言ったことがここに上がっているみたいだなという

のもあったかもしれません。そこらへんも踏まえてお話をすることが、部会の方でも

皆さんの意見は各部会全部にお渡ししていますので、それがはっきりとここに見えて

きていないというのはあろうかと思いますけれども、最終的にわかるようにはっきり

とお出しするようにしたいと思っております。 

 ホームページでございますけれども、これも本年度リニューアルを業者と契約を結

んで、今ごちゃごちゃしているのをシンプルにして、項目ごとに、あちこち飛ばない

でいいようにまとめたものにしようということで、構築を進めているところでござい

ます。 

 一次産業の支援関係ですけれども、これが先ほどご説明する時間がなかったんです

けれども、既に農業、漁業関係で、例えば若い世代に３年間の支援をするとかいった

ものが、現実的にスタートしております。特にふるさと納税の関係もあって、牛関係

でも肥育牛が不足気味なんです。今は限定でやっている状況なんです。数がないので

出荷ができないんです。でも牛は２年半育てないと肉になりませんので、それを今の

うちからやりましょうということで今年度からそういったメニューを作って取り組

んでいるところでございます。 

 18 ページの防衛の方なんですけれども、私もちょっと触れましたが、部会でどんな

プランでもいいからということで上がってきたものでございます。私もこれが出た時

に、この部会の時に参加していないので詳細はわからないんですけれども、とりあえ

ず面白いネタということでしか聞いていないので、具体的にはちょっと国防関連の施

設を作って、呼び込んで、観光資源で活用しましょうという流れみたいですね。それ

が防衛関連施設を誘致というのが具体的にどれくらいなのかというのも聞いていな
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いんですけれども、何か変わったことをやらないとということでこういう案が出てき

たのかなと思っています。具体的に何を持ってくるというのは全然聞いておりません。 

 ＫＰＩの関係の 20 ページの保育所ですね。確かに定員割れというものが現状もあ

るかと思います。そこはどっちみち定員数を下げてきていると思うんですよね。子ど

もの数も減っているけど、定員の数も当然下げてきていると思いますので、そこらへ

んのバランスをもう少し検討させてください。これは調べてきます。 

 27 ページの算数・数学検定、これはおそらく教育委員会の学校の先生方の中での既

存事業でございますので、すみません、私の方ではすべて把握していないので、お答

え今すぐは出ません。 

 ブックスタートですね、これはおっしゃるとおり、未来創造館には移動自動車は確

かにございません。今やっているのは、各公民館関係の図書室を活用した本の事業と

いう現状がございます。その中で、ブックスタートと移動図書館が同じ形でのお話だ

ったんですが、実際は、担当課の方では切り分けてされていることと思っております。

実際、最初に未来創造館を作るときに、本当はする予定はあったんですよね。いろい

ろな諸事情によってこれがなくなったわけなんですけれども、おそらくまだ担当者レ

ベルではしたいというのもあるでしょうし、いろんな意見が上がってきているのも事

実でございます。 

 今日、私どもが申しましたけれども、一般の方々、10 月いっぱい募集をしました。

何か提案あったらどうぞということで。そうしたら９件集まってきております。ただ

９件すべていいものか、悪いものかというのも当然最終的になってくるんですけれど

も、ちょっと考えられないということもあったりとか、それはいいなという部分もご

ざいました。そういった意見は、そのまま部会の方に落としまして、もしかしたら今

度黒丸で上がってくる可能性もございます。そこらへんを踏まえて、今日も皆さん見

たとおり、場所によっては黒丸がないところもあったものですから、そこらへんもで

きる限り新規の事業を入れたいと思って考えておりますので、そこらへんを各部会で

出すように努力してもらうつもりでおります。 

 ちょっと簡単ではございますが、今の質問に対するお答えにしたいと思います。 

 

■会長 

 他に皆さんの方からございませんでしょうか。 

 

□委員 

 何回もすみません。私は水産業の代表ですので、15 ページと 16 ページに素案が載

っているわけでございますが、概要につきましては検討してこられたものと思ってお

ります。ただ、16 ページの事業名が８つほど載っておりますが、この事業がすべて現

在でも、国、県の事業でございます。創生会議として、一つの戦略として載せるとす

れば、何ら新しいものはないわけでございますので、これはあくまでも素案でござい
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ますから、12 月までにまとめるんですか。 

 

◎事務局 

 今月いっぱいでまとめます。 

 

□委員 

 いつでもいいですから、おそらく水産課の方でこの提案はなされると思いますので、

できたら、本案策定までに、水産振興協議会とすり合わせをした上で戦略案を作って

いただきますように、ぜひ実行していただきますようにお願いしたいと思います。そ

うしないとなかなか本当の一次産業を振興しろというご意見も多いわけですから、そ

うならないとおそらく平戸市の再生はなっていきませんので、実現可能なものを作り

たい。また、全てを市の行政の方にお願いするということでは、我々市民としても無

責任と思います。応分の負担をしながら、我々も提案をさせていただきたいと思いま

すので、ぜひよろしく要望させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

■会長 

 12 月に会議をした時には修正したものが提出される。 

 

◎事務局 

 もうちょっと肉付けされた形での提案をさせていただきますので。 

 

■会長 

 スケジュール的にはまだもうちょっとあるんですかね、最終的に確定する。 

 

◎事務局 

 部会があと１回から２回行うようにしております。それが終了した後に課長レベル

での会議をします。それが終わった後に部長レベルの会議をしまして、そこで決まっ

たものが 12 月２日にお出しする流れです。 

 

■会長 

 部会はどんどんしていただいたスケジュールだそうです。もし今ここで皆さんの方

からも付け足しやご提案があればお願いします。 

 

□委員 

 具体的にですけれども、観光のところで 18 ページなんですけれども、来年、世界

遺産ということですけれども、今のままだったらおそらく、交通アクセス自体を変え

ない限りは、どう考えても平戸の観光はそんなに増えないと思う。福岡から羽田を往
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復する時間と、福岡から平戸に行く時間というのは大体同じくらいなんです。車だっ

たら２時間ですけれども、公共交通期間を使ったら大体４時間ぐらいかかる。それぐ

らいの魅力がないと観光客が来ないということなので、少なくとも具体的に高速バス

とか直通バスを福岡、佐世保、長崎空港、どこまでできるかわからないですけれども、

それの誘致活動が１つ。 

 あと、平戸についても周遊バスがないと、観光客は車で来る人は限られているわけ

だから、東京とか、例えばロンドンの人が車を運転してくるわけないのだから、周遊

バスも検討するべきだと私は思っている。 

 それから観光ガイドを、アンケートの中にも観光ガイドの支援という言葉があった

んですが、平戸の場合、観光ガイドの支援というか、それが大体年間 30 万くらいし

かないんですけれども、長崎市とかは何億円単位でやっているのに余りにも少ないと

いうか、少なくともどういうような観光ガイドが平戸市にあるのかということをホー

ムページとかでウェルカムガイドとか、生月とか春日講とか、中野の鄭成功とか、観

光ガイドできる人はいると思うんですけれども、そういう人たちがどうしたらいいの

かということをホームページとかでわかるような仕組みを作るべきだと思います。 

 それから英語の発信なんですけれども、平戸市の場合はホームページを見ても、英

語でどのような市というのがわかりにくいということなので、昔はレムコーさんが作

ったことがあったと思うんですけれども、それをもうちょっとわかりやすく改善した

りとか、そういうことが必要なのかなと思います。 

 もう一つが、食育を、今回はＴＰＰも出てくると思うんですけれども、農業とか漁

業のよさというものをもっと子ども達とか、農業高校とかも連携して、もっと何かや

れれば、平戸の食の魅力というか、学習だけじゃなくて、観光にもつなげることがで

きるし、農産物とか水産物とかのアピールにもなれるんじゃないかということなので、

食育とかができれば入れていただきたいと思います。以上です。 

 

■会長 

 それぞれの部会でこうした意見があったというのをお願いしたいと思います。観光

客は平成 31 年に数万人増ということで、これは西九州道は、夏あたりまではこの地

域辺りはできているんですか。 

 

◎事務局 

 まだ全通はしていませんね。 

 

■会長 

 そのへんのインパクトがあるとまた変わってくるかなと思うんですけれども。あと

数年と言っても、実質４年ほど先の話なので、ちょっとどういう取り組みがこの・・・

のために必要なのか検討する必要があるかもしれないですね。他はございませんでし
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ょうか。 

 

□委員 

 今、子育ての延長保育とかそういうことで、市から補助金をいただいているんです

けれども、市から補助金をいただく時は報告書を今後書かなければいけないと思うん

ですけれども、私は全くの素人なので、そういう時に行き詰まったりするんですが、

運営方法とかぜひ、今後、市がそういう事業を民間の方々に委託をしていこうと考え

ておられるならば、ＮＰＯさんとか今後増えていくことも見込まれますので、何か事

業を始めるときに勉強会とか、こういう時に相談できる窓口があればいいなというの

を思っています。そういう事業があればなと思いました。 

 

□委員 

 先ほど、●●委員さんから食育のお話などがございましたけれども、33 ページに黒

丸で跡継ぎ応援事業というのが載ってまして、これには大変興味深く説明を聞いてお

ったんですが、要するに、平戸の若者がなぜ跡継ぎをしないかということですよね。

したがって、ぜひこれは言葉だけが踊るじゃなくて、若者が平戸に残る、つまり跡継

ぎ、地元に残り家の後を継ぐ人への支援、まさしくこれにしっかりと取り組んでいた

だくようなことが非常に大事だと、１つは先ほど●●委員がおっしゃった食育もそう

だと思うんですね。あるいは子育てなどを含めて、あるいは老後の人生を含めて、平

戸ならではの自然環境の良さとか、そういった子ども達にたいする食の大事さ、食の

安全さ、自然環境の豊かさ、同時に老後は老後でそういったものが人間生きていく上

で、何が一番豊かか、何が一番幸せか、そういったものを平戸はもっと発信すべきだ

と思っています。 

 やっぱり、家の跡継ぎさえすれば、農業、漁業だってこんなに後継者不足という事

態にはなっていないんですよ。これはもちろん地方行政だけで片付ける問題ではない

のかもしれませんが、国にも強く働きかけをしなければいけませんけれども、やはり

この際、地方創世の戦略会議として、ぜひ取り組んでいただきますように、私どもと

しても常々そう思っていますので、要望しておきます。 

 

□委員 

 私の方から、19 ページの産業の育成と支援ということですけれども、前回の委員会

の場でも意見を述べさせていただいたんですけれども、企業誘致ではなくて、市内に

事業所を構えていらっしゃって、これから将来、地元の核になる企業に成長していた

だくと。その企業の育成支援をやっていくと、こういう目線のＫＰＩですか、これを

出していただくというところで検討していただくわけにはいかないかなと思ってい

るんですが、核になる企業の指標としては年商だったり、従業員の数だったりとか、

そういったところになると思いますけれども、将来人口が減っていく、その中で雇用



- 17 - 

 

を支えていく、市外からその企業に勤務をするという人を集めることができるような

企業が増える事によって、大きな対策になってくるのかなと思いますので、この言葉

通り、この指標が分かるものを入れたほうがいいんじゃないかと思いますので、ぜひ

検討をよろしくお願いいたします。 

 

■会長 

 指標にそうした企業育成のということですか。成果がわかるようなものをというご

提案ですね。その他。 

 

□委員 

 先ほどの●●さんの件ともちょっと関わりがあるんですけれども、観光の件でＫＰ

Ｉとか基本指数とか、これは何を持って決めているのかなと思いまして、例えば、先

ほどの待機児童の数もゼロからゼロとか、入れる意味はないですよね。観光のところ

とかでも、基本目標数値の中で、３ページのところで、産業の振興の数値目標の２項

目目、平戸市は観光振興を図れていると思う人の割合（市民アンケート）、つまり市

民がうちの市は観光対策ができてますよと意味あるのかなと。観光するのは市民じゃ

なくて外から来た人がするものであって、市民が観光対策ができていると思っている

からよかったということはないですよね。だから、取る人を外からきた人に取ったり

とかすることも必要じゃないかなと。だから、この数値 目標をもう一回見直す必要

があると思います。 

その上で、17 ページの観光目標の観光の振興の中でＫＰＩの中での年間宿泊者数、

外国人宿泊者数、宿泊だけに絞って重要項目として上げていますけれども、平戸が宿

泊型観光を目指すのか、それともハウステンボスに泊まりに行った人にちょっと訪れ

て平戸を回ってもらって、お金を落としてもらって行ってもらうのか、そういう全体

的な戦略もこれを見る限りではわかりませんし、主な時期を見ても、ちょっとこれに

掲げているものを実現するためにということで見ても、何かあまり代わり映えがしな

いような、特に防衛関係施設は、これは観光かと思うんですけれども、これも複合関

係なので安易に観光に結びつけるというのは短絡的過ぎるかなと思うところです。 

 あとは歴史とかを重視して誘致するとかとなっていますけれども、歴史関係のこと

はほとんどこれに入っていないですよね。世界遺産関連事業、世界遺産は大事ですけ

ど、平戸市は独自に平戸市文化財みたいな制度を作っていると思うんですよね。その

登録件数を何件から何件に増やすとか、そっちの方を入れたほうがまだ KPI はいいん

じゃないかなと。 

 ただ、これも素案ということなので、ここでいろいろ突っ込むのもあれでしょうけ

れども、もう一度観光とか、特に平戸は観光産業で、農業とかも大事ですけど、観光

産業をかなり力を入れるべきところだと思うので、もう少しここらへんを見直したほ

うがいいんじゃないかなと。ちょっとこれではあっさりしすぎていてわかりにくいと
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いう気がしました。 

 

■会長 

 確かに保育所待機児童数ゼロというのは、これはお金つけなくても実現できそうな

ことで、他に何か。 

 

□委員 

 返って今は待機者どころか定員が足りないんでしょう。余っているんでしょう。 

 

■会長 

 だから別な指標に変えたほうがいいか、もしくは他にもあるので、なくてもいいか

なと思いますし、もちろんこうした指標の中にはちゃんと統計データとか金額が出る

ような実績も必要だし、市民満足度とかそうしたものも要りますが、確かに観光に関

しては市民に聞くよりも観光に来た人の満足度というのが一番大事なポイントかと

思いますので、ちょっと３ページ目に書いてある市民アンケートのところは違和感が

あるかなと思いました。 

 

◎事務局 

 一応、●●委員さんから言われた水産業の振興の部分であるとか、例えば後継者の

対策、それから観光のＫＰＩとか数値目標、実際私もそこらへんは指摘をして投げか

けております。観光についてどれだけの事業でこういった数値を伸ばしているのかと

か、そういったことについても先ほどいった交通アクセスの環境とか、集客とかも含

めて、今のままではＫＰＩを設定して目標を達成できるのかというのを多方面に投げ

かけておりますし、水産部門については浜プランとかもありますので、そこらへんの

関係も含めて、それから先ほどちょっと言いましたイカの振興策とか、そこらへんも

含めて育てる漁業とか、そこらへんももう少し研究したり、しっかり算出していく必

要があるんじゃないかと、一応言ってありますので、そういったことを含めて 12 月

までにもう少し調整させていただきたいというのと、それからこれは毎年検証するよ

うになっていますので、そこら辺の不足する部分については、毎年あれをしながらＰ

ＤＣＡサイクルに則って、できるだけよいものということでしておりますので、今回

作って終わりということではなくて、実現ができなければ、毎年見直しながら数値を

上げるような施策を必ず盛り込んでいくという形で作らせていただきたいと思いま

すので、もう少し次回までに練り直しますので時間をください。 

 それから、先ほど農業についても水産業についても、後継者の支援が国県補助金と

か伴う支援もあるんですが、それ以外の分野の支援についてがなかったりしますので、

そこのところを考えていきたいというのと、それから商店街の振興計画を今ちょっと

調査をさせていますので、それが商店街の部分についても何らかの施策をしていきた
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いと思っています。特に大型店舗がこの頃できてきて、その大型店舗を止めることが

できないんですね、法律上認められているわけですから、ですので、それよりも商店

街の魅力を高めることが必要だと思いますので、そういったところの施策も考えてい

きたいと思います。まだ不十分なところもあるかと思いますが。 

 

□委員 

 ちょっと農業後継者のことで、今、国はどういった方向、考え方を持っているかと

いうと、新規就農者、あるいは異業種が農業などに参入する、それはものすごい支援

をしようとするんですよ。ところが一例を上げますと、例えば家で父親が和牛の経営

をしているとするじゃないですか、その息子が、親父さんがやっている規模をさらに

規模拡大をして、例えばさっきお話のあった繁殖だけじゃなくて、肥育まで取り組ん

でみようと、それにはないんですよ。違う作物ならあるんです。畜産農家の息子がイ

チゴをすると、施設園芸をする。それにはハードもソフトもあるんですよ。こんな馬

鹿げたことを平気で国は言うんですよ。新規就農者。 

父親の背中を見て育って、技術の伝承も小さい時から受け継いでいるんですよ。そ

の息子が親がやったものをさらにバージョンアップしようというものに対してはな

いんです。施設園芸農家が施設園芸をさらにすると言っても無いんです。 

だから、どうも今回のＴＰＰをめぐります国内対策にしても、私も立場上、つい何

日か前に農水に行ってきましたけれども、結局そういう目線で、そして安倍総理が言

う、農業を成長産業に持っていく、国内の消費量は萎んでいくんだから、海外に輸出

をしていこうと、彼らの考えている頭の中は家族農業じゃないんですよ。ですから、

平戸における第一次産業というものについては、平戸独自の、したがって先ほど私は

跡継ぎ支援と書いてあったでしょう。跡継ぎ支援をしていただきたい。そこあたりを

ぜひ、今後さらに肉付けしていただければと思っています。 

 

□委員 

 さきほど委員さんがおっしゃっていた、外からの企業誘致、それより地元の企業に

新規雇用を促すような、そういったものを戦略として立てるべきじゃなかろうかと。

ごもっともでございます。 

 よそから入ってくれば、おそらくどこの市町村でも向こう 10 年間ぐらいは固定資

産税が減免される。うちでも今日まで過去５年間で約 40 数名の、女性型ですけれど

も新規雇用を作りましたけれども、何ら一切そういった手立て、●●さんがおっしゃ

るような片手落ちのような施策がこれまで打たれてきております。ですから、せっか

く地元に企業があるんですから、企業がもう少し多角的な経営をなさって雇用を生ん

でいくということを推奨して、その普及推進に当たっていただきたい。その補助金を

くれとなれば、おそらく多大な財政が伴いますので、できたら 10 年間くらい県外の

企業を誘致する例に基づくぐらいの固定資産の減免をするぐらいの施策を、ぜひ今度
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の戦略の中に謳っていただければなと思います。よろしくお願いします。 

 

□委員 

 私は３点なんですけれども、31 ページの安心・安全なまちづくりがあるんですが、

商店街や密集地に、この内容は防災が主になっていると思うんですが、やはり防犯カ

メラの設置ということで、犯罪の抑止力という部分で、この部会に商店街に該当する

のか、地域の防災に該当するのかは別として、どこかの部分で安心・安全なまちづく

りの推進を図るためには、抑止力を図るためには、やはり防犯カメラの設置が必要じ

ゃないかというふうに思っていますので、一応部会の方に下げていただければと思い

ます。 

 ２点目が、全ての項目で主な事業、事業名と事業概要が書かれているんですけれど

も、やはり行政だけではできない事業ばかりです。その中で連携する団体が必ず必要

になってくると思いますので、特に新規事業なんですけれども、事業概要の横にでも、

想定される団体とか学校とか、グループとかというふうなところがあれば、今後推進

していく上ではわかりやすいかなと思っています。現に、この中に私ども商工会議所

で想定している黒丸の事業があります。私たちの意見を聞かないまま載ってるみたい

なんですけれども、そういうようなことがありますので、今回は特に連携が必要にな

ってくると思いますし、市が推進している協働のまちづくりというのもあります。で

すから、中南部、特に大島、生月につきましては、関連する事業につきましては、ま

ちづくり協議会が中心となろうかと思いますので、そういうような点からも、できれ

ば想定される団体等があったほうがわかりやすいかなと思います。 

 ３つ目ですが、一応、今、各部会で出されている案があるんですが、細かな実施内

容とか書かれていません。ですので、最終的にこの委員会が採決を下すのかどうか、

すべて採択するのかどうか、またはこの事業は内容が不明確だから計画に入れないと

かいうようなことまでこの委員会でされるのかどうか、その確認をしたいと思います。 

 

■会長 

 １つは各部会への要望がありましたけれども、最終的な決定というのは、これは素

案ができて、どういうふうな形になりますか。 

 

◎事務局 

 意見を申し述べるという形で、定義はございますので、法的な強制的なものではな

いんですが、できれば事務局としては、合意を得た上での最終案を出したいと思って

いますので、皆さん方の大半が、これは絶対のめないよとなれば修正せざるを得ない

ことになろうかと思います。 

 

■会長 
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 委員の過半数以上が反対というものが出てきたら、当然ここではそれは飲めないと

いうことになると思いますし、少数意見なんかも場合によっては出て来たりすること

もあるかもしれないですが、それはつけて持っていったらいいと思いますが、それと

もここで最終的な。 

 

◎事務局 

 たぶん１回目の時にお配りしていると思うんですが、策定委員会の設立目的が、総

合戦略策定にあたり広く意見を聞くために、としているものですから、意見を聞く会

議ではあるんですよ。ただしちょっと言いましたように、皆さんの意見が反映されて

いなかったり、意見が明らかに違う事業を盛り込んだりすることにはなりませんので、

そこは最終案として出していただいて、皆様から合意いただけるような案にしてから

ということになりますので、場合によっては会議をまた持ってもらったりとかいうこ

とにはなると思いますが、一応意見を聞いて、それを取り入れるための会議ですので、

本当にこれは委員の皆さんがこういうのを上げてもらっても、というのを上げるとい

うことにならないと思いますので、最終的には市の本部会議がありますので、そこで

決定するということになりますが、そういうことでご理解いただきたいと思います。 

 

■会長 

 そこに意見を求めるための委員会ということで、一応、出てきた案に対して統一し

た意見をできればどうでしょう。時間のほうが予定の３時半になりましたけれども、

もしこれだけはということがあれば、ちょっと拾えてないところがいろいろあると思

うんですけれども。 

 

□委員 

 いろいろ 今までお話をお聞きして、とにかく人口減少の歯止めをかけるにはどう

するかということで、これは避けられないことだと思います。ある程度まで歯止めは

できる、いろんなことをすることによって 歯止めはできるかなと思いますけれども、

これは避けられないということを痛感するところでございますけれども、基本的に現

在の雇用を確保する、そして新たな雇用を創出、そして雇用の場をどんどん促進する

ということが一番の基本的なことじゃないかと思うんです。 

しかし、私は商店街のことを考えるんですね。とにかく跡継ぎ、これは農業でも漁

業でも同じようなことを言われましたけれども、跡継ぎがいないというのが一番の原

因だろうと思います。既に商店街を見回してみても、しばらくは大丈夫かなと思って

いますけれども、やはり跡継ぎがいないところはかなりあるわけです。ですから、何

年か後にはそこは閉めざるを得ないと、現役で今やっている方が商売を続けなければ

辞めざるを得ないというような形になろうかなと思いますので、これの跡継ぎをしっ

かり確保してもらうということと、20 ページにありますとおり、空き店舗の活用をや
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はり強力に推し進めていくということが大事かと思います。 

しかし、実際問題として、貸したいけれども、やはりそういうものをきちんと整え

ていない。例えばそこに家主さんとしては住み続けるわけですけれども、１階なら１

階の部分を貸したいということですけれども、いろんな手を入れないと貸されない。

そういうような形がある。貸したいけれどもなんともできない。そういうことに対し

て支援をしてもらえればということを願います。 

それと、一緒に書いています１ＤＡＹシェフ開催事業と書いていますけれども、空

き店舗を活用して、短期間の飲食店と経営を行うという、この短期間というのが非常

にいいんじゃないかなと思うんですよ。やはりそこで商売するということになると、

やっぱりいろんなことを考えると二の足を踏むということになりますけれども、短期

間、１か月とか２か月とか、そういう形でもやれるんだということを発信するとやっ

てみようかと、ダメならしょうがないと思いますけれども、やれるという手応えを得

たら、その人たちが商売をそこで始めるということになりかねないなと思いますので、

ひとつそういう臨機応変な、いろんな支援策が必要かなということを感じます。 

 それからあと一つ、ここに載っていませんけれども、今非常に高齢化がどんどん進

んでいっています。私たちのところにも車で買い物に来てもらいますけれども、現状

でもそういう不満はあるのかもしれませんけれども、あと何年か先には、来たくても

来られないという人たちに対して、買い物対策というか、これが考えてしかるべきだ

と思うんですよ。今は買い物を代わりにしてくれる買い物ヘルパーさんたちがいて、

その人たちがお手伝いをしているというようなこともありますけれども、これは今か

ら大きな問題になろうかと思いますので、それを私たち事業者だけで何とかしろと言

われても、なかなか難しい面があるというのが実情です。人がかかる。やはりいろん

な手間暇がかかる、それに経費が発生する、そういう中でやるということになると、

それでなかなか、やろうと思うけれども継続的にやれる見通しが立たないものですか

ら、思い切って踏み切れないというような現状があります。そういうことに対して、

ある程度行政も一緒に支援してもらう、そしてこういうふうにすれば無理なく出来る

んじゃないかというようなことを、そういう道筋をつけてもらったらなということを

感じます。以上です。 

 

□委員 

 私はそれまで島原に１年半いたんですけれども、やはり校長として学校の運営上何

を考えるかという時に、やはり地域に残る生徒をできるだけ多く育てたいなというこ

とで、地域をキーワードとした我々ができる範囲のいろいろな取り組みをしているん

ですけれども、そういった中で 18 ページですが、さきほど●●委員さんも言われま

したけれども、こういった事業の中で、我々は県立の高校ですので、県と市というの

は何もないような形ですけれども、市の事業等についてはなかなかわからないような

ところがありまして、例えば体験型観光推進ということで、学校独自でスクールツー



- 23 - 

 

リズムということで、農業体験をして、うちの学校で１日農業体験をして、その後平

戸市内の観光とか民泊とか、そういったものに繋げるような事業を、学校と地域とで

きればいいなというようなことで、今は単独で、今度で３回目なんですけれども、子

ども対象とか、大人対象とかいろんな形で、そういった学校の中でしか、学校の中と

いうのは限られていますので、それを地域と結びつけていけないかなということでや

っております。 

特に 18 ページの特産品マップ作成とかパンフレットとか、そういったものに対し

ても、やはり若者の感覚、若者のアイデア、そういったものをこういった事業の中で

入れられるのかなというのも１つあるんですね。というのは、19 歳から、がたっと県

外に行くという中で、県外に行っても、やはり 18 歳までに平戸の良さを、やっぱり

地域の良さを自分たちで発見していけば、将来的に１人でも２人でも地域に残って何

かせんといかんなというようなことができるんじゃないかなと考えているんですね。 

 この間、うちの動物科学科の生徒が大島小学校に行ったんですね。ああいうのも、

今のところは学校の負担で行っています。だから、そういった島の子ども達もそうい

ったものを勉強するという機会は非常によかったと、私自身よかったと思うんですけ

れども、そういった中で県立学校であっても小中学校と一緒になったりとか、地域と

一緒になったりとかいうような、やはりそのへんをうまく、我々も市の事業の中で、

予算の中でやれるというのは、なかなか厚かましくて言えない部分もあるんですけれ

ども、やはりそういうことで小中学校、高校時代に地域を知って、地域を知るという

ことから地域に戻ってくるということにもつながるんじゃないかと思っております

ので。 

農業高校はやっぱり地域の学校となり得る、先ほど●●委員さんからも言われまし

たけれども、農業高校の本来の姿は後継者育成というのは本当の姿だと、今、4Ｈク

ラブとも連携したりとか、いろいろ関係機関と連携していきながらですけれども、一

人でも二人でも多く農業後継者を育てようという時に、先ほどの跡継ぎということに

ついては、この事業の中で終わらず、やはり我々の学校を含めた形で、関係機関と学

校を含めた形で情報を交換していかないと、なかなか難しいんじゃないかと思ってお

りますので、我々も生徒が主役で、やはり地元を愛して地元に残るということを念頭

に教育をしておりますので、遠慮なく学校の方にも言っていただいて、できることは

できる、できないことはできないというのがありますけれども、そういうようなこと

をやっていただける事業であればいいなと思っておりますので、よろしくお願いしま

す。 

 

□委員 

校長先生、就職の方もよろしくお願いします。 

 

■会長 
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 いろんな意見、特に要望というものも出てきたと思いますが、まだ言い足りない方

がおられたら、たぶん事前に欠席する場合に何か意見書みたいなのを書く紙をもらわ

れていたと思うので、これを使ってでも、言い忘れていたことがあったら、また事務

局の方にお出しいただければと思います。またそれぞれの部局の方で審議してもらっ

て、取り入れるべきところは取り入れてもらえるかと、またいらないところもあった

かもしれませんが、検討していただきたいと思います。 

 全体的な流れを聞いてみると、後継者の問題とか、今ある企業を維持していくとい

うことも非常に大きなポイントであるということで、これまで大体右肩上がりの成長

時代というのは企業誘致ということで、それがプラスになるんだということだったん

ですが、今は中がどんどん絞んでいってるので、そこを小さくさせていかないという

のも大事なポイントかと思うので、実際、その辺への支援で現状維持、またプラスが

出るのであればそうしたところも検討していただく、これがまちづくりの一番の基本

かなと思うので、そこをちょっとそれぞれの部局で検討していただくことかなと思っ

て、これはかなりの委員の方から同じような意見があったように思っております。 

 まだまだ意見があるかもしれませんが、あとは各委員の方がこちらの用紙等を使っ

て事務局にお聞きいただければと思います。ということで３番目の議事は終わらせて

いただきたいと思います。 

 最後に４、その他ということですけれども、事務局の方から。 

 

◎事務局 

 その他の件で、先ほど課長の方から申し上げましたとおり、次回の日程ですけれど

も、12 月２日で調整をさせていただければと思っております。再度文章は出すように

予定しておりますが、12 月２日昼からということで第５回目になります、そこでよろ

しくお願いしたいと思います。 

 

□委員 

 12 月２日というのは、議会との関係ですか。 

 

◎事務局 

 はい。 

 

□委員 

 それ以降のスケジュールはどんな形ですか。 

 

◎事務局 

 その後は、12 月の定例議会の中で、全員協議会で皆様からご承認していただいた戦

略、すべてですね、人口ビジョンから含めたものをご説明いたします。そこでもまた
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意見とか出てくる可能性もございます。最終的なものを３月議会でもう一回出しまし

て、議決じゃないんですけれども、ご意見を最終的にまとめて国に提出という形にな

ります。 

 

□委員 

 戦略会議としては次で終わりですか。 

 

◎事務局 

 12 月の後は１回を想定していますけれども、大幅な変更がない限り１回、多くても

２回だと思っております。 

 

■会長 

 12 月とは別に１回。 

 

◎事務局 

 ２月ぐらいまでに。 

 

■会長 

 12 月の後は２月ということで。12 月は当初予定していなかったということですけ

れども、ちょっと１回ではなかなか意見を聞き取れないスケジュールということでも

う一回あります。 

 それでは、これで本日の委員会を終わらせていただきます。どうもありがとうござ

いました。 

（閉会 15：45） 


